
 

 

この案内に関するお問い合わせは、下記のフリーダイヤルにて承っております。 

 ０１２０－０５３―６０６(土・日・祝日を除く 9:30～17:30 (12:15～13：00を除く)) 

バックナンバーは M2Mセンサネットへのログイン後に「取扱説明書」ボタンで表示する画面から参照ください。

「ALLwatch」は弊社が提供するモニタサービスの総称です。 

 

 

弊社が取り扱うオムロン製の監視装置では最大 7 点の汎用入力が準備されています。この入力は直流 5V でプ

ルアップされています。時々この入力の取り扱いを誤って、機器を破損される方が見られますので使い方の注意

点を紹介します。 

(1)汎用入力とは(Di端子：Digtal Input) 

設定により接点入力とパルス入力に切り替えられる入力ポートです。SW150LF/LF8 では 4 点 SW150PF/PFK 及び

TW900Fでは 7点の汎用入力が装備されています。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)汎用入力端子の構造と動作 

回路の概略の構成は下図のとおりです。 

［動作］ 

① スイッチが開いている時は電流が流れないので R1 と

R2の接続点(赤丸)の電位は供給電圧の 5Vです。 

② スイッチが閉じると赤矢印のように電流が流れ、抵抗

R1の電圧降下により、接続点(赤丸)の電位は 0Vにな

ります。 

③ パルスの場合はスイッチのON-OFFが連続して起きて

いると考えられます。 

 

(3)使用の注意点 

①入力回路に電圧を印加しないでください。24Vを超える電圧を印加されると部品が破壊されます。 

②パルスの場合は 5V-PP以上の入力はしないでください。 

③パルスの幅は Duty比５０％、10ms以上にして下さい。これより短くなると応答できなくなります。 

④ノイズの重畳にご注意ください。1.4Vを超えるノイズが加わるとスイッチが ONにならなかったりパルスのカウントが出来なくなります。 

⑤入力端子への配線はノイズの影響を減らすために極力短くしてください。 

⑥配線には編組シールド付きツイストペアケーブルの使用をお勧めします。 

⑦配電盤内は他の回路よりの誘導ノイズが多いので特に編組シールド付きツイストペアケーブルは効果があります。 

⑧シールド線を使用した時はシールドは通報装置本体の FG端子に接続してください。 

⑨シールド線の接地点は FG端子１か所にして下さい、複数点で接地をすると電路のループが出来ノイズが増える事になります。 

⑩SW150LF/LF8ではパルス入力はご利用になれません。 

※注意  接点入力は御契約のサービスによりオプション仕様になることがございます。詳細は弊社営業担当までお尋ねください。 
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